
昭
和
六
十
三
年
建
設
省
令
第
十
七
号

大
都
市
地
域
に
お
け
る
優
良
宅
地
開
発
の
促
進
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
規
則

大
都
市
地
域
に
お
け
る
優
良
宅
地
開
発
の
促
進
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
第
七
号
及
び
第
三
項
、
第
四
条
第
二
項
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
並
び
に
第
二
十
二
条
並
び
に

大
都
市
地
域
に
お
け
る
優
良
宅
地
開
発
の
促
進
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十

七
号
）
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
優
良
宅
地
開
発
の
促
進
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
規

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
宅
地
開
発
事
業
計
画
の
記
載
事
項
）

第
一
条
　
大
都
市
地
域
に
お
け
る
優
良
宅
地
開
発
の
促
進
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三

条
第
三
項
第
八
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
宅
地
開
発
事
業
の
名
称
、
目
的
及
び
実
施
方
法
と
す

る
。

（
宅
地
開
発
事
業
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
二
条
　
法
第
三
条
第
一
項
又
は
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
の
宅
地
開
発
事
業
計
画
を

提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
都
府
県
知
事
は
、
前
項
の
宅
地
開
発
事
業
計
画
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
宅
地
開
発
事
業
計
画
を
速
や

か
に
国
土
交
通
大
臣
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
添
付
図
書
）

第
三
条
　
法
第
三
条
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
図
書
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
申
請
者
が
大
都
市
地
域
に

お
け
る
優
良
宅
地
開
発
の
促
進
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
規
定
す
る

者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
　
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
免
許
証
の
写
し

二
　
直
前
十
年
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
実
施
し
た
宅
地
開
発
事
業
の
実
績
を
記
載
し
た
書
面

三
　
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書
、
定
款
並
び
に
直
前
三
年
の
各
事
業
年
度
の
貸
借
対
照

表
及
び
損
益
計
算
書

四
　
個
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
及
び
資
産
に
関
す
る
調
書

五
　
事
業
区
域
の
う
ち
宅
地
開
発
事
業
を
実
施
す
る
権
原
を
有
す
る
土
地
の
面
積
を
記
載
し
た
書
面

六
　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
総
括
図
の
写
し
に
事
業
区

域
を
表
示
し
た
図
面

七
　
事
業
区
域
及
び
そ
の
付
近
の
土
地
の
利
用
の
現
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
五
千
分
の
一
以
上
の
図
面

八
　
事
業
区
域
内
の
土
地
の
利
用
に
関
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
二
千
五
百
分
の
一
以
上
の
図
面
（
法
第

三
条
第
二
項
の
宅
地
開
発
事
業
計
画
に
あ
つ
て
は
、
主
要
な
公
共
施
設
の
配
置
を
表
示
す
る
こ
と
。
）

２
　
法
第
三
条
第
二
項
の
宅
地
開
発
事
業
計
画
に
係
る
前
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
図
面
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
葉
の
図
面
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
四
条
　
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
造
成
宅
地
に
建
設

さ
れ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
一
戸
建
て
の
住
宅
　
造
成
宅
地
の
面
積
が
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
に

よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
一
の
造
成
宅
地
の

平
均
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
共
同
住
宅
　
造
成
宅
地
の
面
積
が
次
の
式
に
よ
つ
て
計
算
し
た
数
値
（
そ
の
数
値
が
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル

に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い

場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

Ａ＝

９
０
Ｃ
／
Ｂ

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ａ
　
当
該
造
成
宅
地
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｂ
　
当
該
造
成
宅
地
に
係
る
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
限
度
（
別
記
様
式
第
一
に

お
い
て
単
に
「
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
限
度
」
と
い
う
。
）

Ｃ
　
当
該
造
成
宅
地
に
建
設
さ
れ
る
住
宅
の
戸
数

（
認
定
基
準
の
細
目
）

第
五
条
　
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
細
目
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
区
域
並
び
に
宅
地
の
造
成
及
び
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る
計
画
が
当
該
事
業
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の

状
況
を
考
慮
し
て
、
交
通
の
利
便
性
の
確
保
、
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
景
観
の
形
成
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者

等
の
公
共
施
設
の
円
滑
な
利
用
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
居
住
者
の
生
活
の
利
便
及
び
良
好
な
環
境
が
適
切
に

確
保
さ
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
事
業
区
域
の
う
ち
公
共
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
の
面
積
が
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
事
業
区
域
が
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
事
業
に
よ
り
適
正
な
配
置
及
び
規
模
の
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
た
土
地
の
区
域
内
に
あ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
　
公
共
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
の
配
置
に
関
す
る
計
画
が
利
用
目
的
に
応
じ
系
統
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

四
　
事
業
区
域
の
う
ち
公
園
、
緑
地
、
河
川
そ
の
他
樹
木
等
の
保
全
若
し
く
は
植
栽
が
行
わ
れ
る
土
地
又
は
そ
の

状
況
が
こ
れ
ら
に
類
す
る
土
地
の
区
域
の
面
積
（
別
記
様
式
第
一
に
お
い
て
「
公
園
、
緑
地
等
の
面
積
」
と
い

う
。
）
が
お
お
む
ね
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
　
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る
計
画
に
お
い
て
、
車
い
す
が
円
滑
に
通
行
で
き
る
歩
道
の
設
置
、
歩
車
道
の
段

差
の
縮
小
そ
の
他
の
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
施
設
の
円
滑
な
利
用
の
確
保
に
関
す
る
事
項
が
適
切
に

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
公
益
的
施
設
の
用
に
供
す
る
宅
地
の
配
置
及
び
規
模
に
関
す
る
計
画
が
居
住
者
の
有
効
な
利
用
を
確
保
す
る

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

七
　
法
第
四
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
宅
地
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
業
務
施
設
の
用
に
供
す
る
宅

地
の
面
積
が
住
宅
地
の
面
積
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
事
業
区
域
の
面
積
の
五
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（
令
第
八
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
変
更
）

第
六
条
　
令
第
八
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
宅
地
開
発
事
業
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
又
は
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
宅

地
建
物
取
引
業
の
免
許
の
種
別
に
関
す
る
事
項
の
変
更
（
同
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
免
許
を
都
道
府

県
知
事
の
免
許
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
宅
地
開
発
事
業
の
名
称
又
は
一
年
以
内
の
実
施
時
期
の
変
更

（
宅
地
開
発
事
業
計
画
の
変
更
の
届
出
）

第
七
条
　
認
定
事
業
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
宅
地
開
発
事
業
計
画
の
変
更
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
の
生
じ

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
当
該
変
更
に
係
る
事
項
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
宅
地
の
造
成
等
の
開
始
の
届
出
）

第
八
条
　
法
第
八
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
宅
地
の
造
成
又
は
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る
工
事
の

開
始
の
時
期
と
す
る
。

２
　
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
宅
地
の
造
成
又
は
公
共
施
設
の
整
備
の
実
施
に
関
し
て
必

要
な
都
市
計
画
法
そ
の
他
の
土
地
利
用
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
そ
の
他
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
を
示

す
書
面
及
び
当
該
処
分
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
書
面
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
宅
地
の
造
成
等
の
確
認
の
申
請
）

第
九
条
　
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
確
認
申
請
書
を
提
出
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

一
　
宅
地
の
造
成
及
び
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る
工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
年
月
日

二
　
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
域
の
位
置
及
び
規
模

２
　
前
項
の
確
認
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
都
市
計
画
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
検
査
済
証
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
面

1



二
　
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
域
内
の
土
地
の
現
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
図
面
に
造
成
宅

地
の
規
模
及
び
形
状
を
表
示
し
た
も
の

３
　
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
は
、
事
業
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
宅
地
の
造
成
及
び
公
共
施

設
の
整
備
に
関
す
る
工
事
を
完
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
造
成
宅
地
の
処
分
の
届
出
）

第
十
条
　
法
第
十
一
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
処
分
し
よ
う
と
す
る
造
成
宅
地
の
規
模

二
　
処
分
の
時
期

三
　
処
分
の
方
法

四
　
処
分
し
よ
う
と
す
る
造
成
宅
地
の
う
ち
住
宅
の
用
に
供
す
る
も
の
の
数
及
び
当
該
住
宅
の
用
に
供
す
る
造
成

宅
地
に
建
築
さ
れ
る
予
定
の
住
宅
の
戸
数

五
　
処
分
し
よ
う
と
す
る
造
成
宅
地
の
う
ち
住
宅
の
用
に
供
す
る
も
の
の
処
分
価
額

２
　
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
二
の
造
成
宅
地
処
分
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

３
　
前
項
の
造
成
宅
地
処
分
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
書
（
認
定
事
業
者
が
令
第
七
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
良
質
な
住
宅
地
の
保
全
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
面

二
　
処
分
し
よ
う
と
す
る
造
成
宅
地
の
規
模
及
び
形
状
を
表
示
し
た
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
図
面

三
　
国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
七
号
）
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
か
ら

第
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
そ
の
他
の
造
成
宅
地
の
処
分
価
額
が
近
傍
同

種
の
宅
地
の
価
額
と
均
衡
を
失
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
面

（
実
施
状
況
の
報
告
）

第
十
一
条
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
状
況
の
報
告
は
、
別
記
様
式
第
三
の
宅
地
開
発
事
業
実
施
状

況
報
告
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
二
条
　
法
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
日
本
勤
労
者
住
宅
協
会
が
施
行
す
る
宅
地
開
発
事
業

に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
地
方
整
備
局
長
に
委
任
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十
三
年
八
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
一
七
日
建
設
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
四
月
二
六
日
建
設
省
令
第
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
優
良
宅
地
開
発
の
促
進
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
の
日
（
平
成
八
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
大
都
市
地
域
に
お
け
る
優
良
宅
地
開
発
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の

認
定
（
以
下
「
法
の
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
宅
地
開
発
事
業
計
画
及
び
同
日
以
後
に
大
都
市
地
域
に
お
け

る
優
良
宅
地
開
発
の
促
進
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
法
の
認
定
を
受
け
た
宅
地
開
発
事
業
計
画
に
係
る
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
建
設
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
〇
日
建
設
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
六
月
一
八
日
国
土
交
通
省
令
第
七
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
国
土
交
通
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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別
記
様
式
第
一
（
第
二
条
関
係
）

別記様式第一 

宅 地 開 発 事 業 計 画 

１ 宅地開発事業の名称 

２ 宅地開発事業の目的 

３ 事業区域の位置 

(1) 事業区域内に含まれる地域の名称 

(2) 事業区域の自然的及び社会的条件 

① 自然的条件 

② 社会的条件 

４ 事業区域の規模 

事 業 区 域 の 面 積  

都市計画区域内に含まれる事業区域の面積  

市街化調整区域内に含まれる事業区域の面積  

５ 宅地開発事業の実施方法 

６ 宅地開発事業の実施時期 

事 業 区 域 内 の 土 地 の 取 得     年  月から  年  月まで 

宅地の造成及び公共施設の整備に関する工事     年  月から  年  月まで 

造 成 宅 地 等 の 処 分     年  月から  年  月まで 

７ 宅地開発事業に関する資金計画 

 科     目 金    額 

 

収 

 

 

 

入 

処  分  収  入 

 住 宅 地 処 分 収 入 

 公 共 施 設 用 地 処 分 収 入 

 公 益 的 施 設 用 地 処 分 収 入 

 業 務 施 設 用 地 処 分 収 入 

○    ○    ○ 

    計 

 

 

支 

 

出 

用 地 費 

工 事 費 

事 務 費 

借 入 金 利 息 

○ ○ ○ 

    計 

 

 

８ 住宅、公共施設、公益的施設又は業務施設の用に供する土地の配置、規模その他の良好な居

住環境を形成するために必要な事項 

(1) 設計の方針 

① 基本方針 

② 住宅地 

③ 道路用地 

④ 公園・緑地・広場用地 

⑤ その他公共施設用地 

⑥ 公益的施設用地 

⑦ 業務施設用地 

(2) 土地利用計画 

土  地  利  用 面  積 構成比率 備  考 

住 

宅 

地 

戸 建 住 宅 地 

共 同 住 宅 地 

   

計    

公

共 

施

設

用

地 

道 路 用 地 

公 園 ・ 緑 地 ・ 広 場 用 地 

河 川 ・ 水 路 用 地 

そ の 他 公 共 施 設 用 地 

   

計    

公 益 的 施 設 用 地    

業 務 施 設 用 地    

合   計    

(3) 公園、緑地等の面積が事業区域の面積に占める割合 

土  地  利  用 面  積 
公園、緑地等 

の面積 
構成比率 

住 

宅 

地 

戸 建 住 宅 地 

共 同 住 宅 地 

   

計    

公

共 

施

設

用

地 

道 路 用 地 

公 園 ・ 緑 地 ・ 広 場 用 地 

河 川 ・ 水 路 用 地 

そ の 他 公 共 施 設 用 地 

   

計    

公 益 的 施 設 用 地    

業 務 施 設 用 地    

合   計    
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(4)高齢者、身体障害者等の円滑な利用に配慮した公共施設の整備方針 

(5)人口計画 

住 宅 形 式 面  積 戸  数 一戸当たり人口 人  口 

一戸建ての住宅 

共 同 住 宅 

    

計     

 

９造成宅地の処分に関する事項 

(1) 処分計画 

年度 

住  宅  地 公益的施設 
業務施設 

用地面積 

合  計 

戸建住宅地 共同住宅地 計 用地面積  

面積 戸数 面積 戸数 面積 戸数  面  積 

○ ○ 

○ ○ 

         

計          

(2) 処分価額 

造成宅地の処分価額は、近傍同種の宅地の価額と均衡を失しないよう定めるものとする 

10 宅地開発事業者に関する事項 

(1) 氏名又は名称 

(2) 住所 

(3) 宅地建物取引業法に基づく免許    免許種別  免許番号  免許取得年月日 

11 主要な公共施設の概要 

整備方針  

整備主体  

規  模  

整備時期 年  月から   年  月まで 

12 その他必要な事項 

 

 

 

 

 

備考 

１ 「事業区域内に含まれる地域の名称」は、都府県、郡、市、区、町村、大字及び字をもって

記載すること。 

２ 「事業区域の規模」、「土地利用計画」、「公園、緑地等の面積が事業区域の面積に占める割合」、

「人口計画」及び「造成宅地の処分に関する事項」における面積は、ヘクタール、「主要な公共

施設の概要」における規模はヘクタール又はメートルを単位とし、少数点以下第１位まで記載

すること。 

３ 「宅地開発事業に関する資金計画」における金額は、百万円を単位として記載すること。 

４ 「土地利用計画」における構成比率及び「公園、緑地等の面積が事業区域の面積に占める割

合」の割合は、パーセントを単位とし、少数点以下第１位まで記載すること。 

５ 「土地利用計画」の戸建住宅地の備考欄には、宅地の平均面積、最大面積及び最小面積を平

方メートルを単位として記載し、共同住宅地の備考欄には、共同住宅ごとに敷地面積（単位は

平方メートルとする。）に建築物の延べ面積の敷地面積に対する割合の限度を乗じて得た数値を

住宅の戸数で除して得た数値のうち、最小のものを記載すること。 

６ 「主要な公共施設の概要」は、法第３条第２項の宅地開発事業計画に該当する場合に記載す

ること。この場合において、１の「宅地開発事業の名称」から 10の「宅地開発事業者に関する

事項」まで及び 12の「その他必要な事項」は、宅地開発事業ごとに記載すること。 

７ 「その他必要な事項」は、法附則第３条の規定の適用される現に実施中の宅地開発事業にあ

っては、当該宅地開発事業の事業区域内の土地で宅地の造成又は公共施設の整備に関する工事

に着手していないものの面積の合計を記載すること。 

８ 宅地開発事業計画の変更の場合にあっては、変更に係らない事項についても記載し、かつ、

変更に係る事項については、変更後の記載内容の下段に変更前の記載内容を赤色で併記するこ

と。 

 

 

 

 

4



備考

１
　
「
事
業
区
域
内
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
」
は
、
都
府
県
、
郡
、
市
、
区
、
町
村
、
大
字
及
び
字
を
も
つ
て

記
載
す
る
こ
と
。

２
　
「
事
業
区
域
の
規
模
」
、
「
土
地
利
用
計
画
」
、
「
公
園
、
緑
地
等
の
面
積
が
事
業
区
域
の
面
積
に
占
め
る
割

合
」
、
「
人
口
計
画
」
及
び
「
造
成
宅
地
の
処
分
に
関
す
る
事
項
」
に
お
け
る
面
積
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
「
主
要
な

公
共
施
設
の
概
要
」
に
お
け
る
規
模
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
又
は
メ
ー
ト
ル
を
単
位
と
し
、
小
数
点
以
下
第
１
位
ま

で
記
載
す
る
こ
と
。

３
　
「
宅
地
開
発
事
業
に
関
す
る
資
金
計
画
」
に
お
け
る
金
額
は
、
百
万
円
を
単
位
と
し
て
記
載
す
る
こ
と
。

４
　
「
土
地
利
用
計
画
」
に
お
け
る
構
成
比
率
及
び
「
公
園
、
緑
地
等
の
面
積
が
事
業
区
域
の
面
積
に
占
め
る
割

合
」
に
お
け
る
割
合
は
、
パ
ー
セ
ン
ト
を
単
位
と
し
、
小
数
点
以
下
第
１
位
ま
で
記
載
す
る
こ
と
。

５
　
「
土
地
利
用
計
画
」
の
戸
建
住
宅
地
の
備
考
欄
に
は
、
宅
地
の
平
均
面
積
、
最
大
面
積
及
び
最
小
面
積
を
平

方
メ
ー
ト
ル
を
単
位
と
し
て
記
載
し
、
共
同
住
宅
地
の
備
考
欄
に
は
、
共
同
住
宅
ご
と
に
敷
地
面
積
（
単
位

は
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
）
に
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
限
度
を
乗
じ
て
得
た
数

値
を
住
宅
の
戸
数
で
除
し
て
得
た
数
値
の
う
ち
、
最
小
の
も
の
を
記
載
す
る
こ
と
。

６
　
「
主
要
な
公
共
施
設
の
概
要
」
は
、
法
第
３
条
第
２
項
の
宅
地
開
発
事
業
計
画
に
該
当
す
る
場
合
に
記
載
す

る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
１
の
「
宅
地
開
発
事
業
の
名
称
」
か
ら
１
０
の
「
宅
地
開
発
事
業
者
に
関

す
る
事
項
」
ま
で
及
び
１
２
の
「
そ
の
他
必
要
な
事
項
」
は
、
宅
地
開
発
事
業
ご
と
に
記
載
す
る
こ
と
。

７
　
「
そ
の
他
必
要
な
事
項
」
は
、
法
附
則
第
３
条
の
規
定
の
適
用
さ
れ
る
現
に
実
施
中
の
宅
地
開
発
事
業
に
あ

つ
て
は
、
当
該
宅
地
開
発
事
業
の
事
業
区
域
内
の
土
地
で
宅
地
の
造
成
又
は
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る
工

事
に
着
手
し
て
い
な
い
も
の
の
面
積
の
合
計
を
記
載
す
る
こ
と
。

８
　
宅
地
開
発
事
業
計
画
の
変
更
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
変
更
に
係
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
記
載
し
、
か
つ
、

変
更
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
変
更
後
の
記
載
内
容
の
下
段
に
変
更
前
の
記
載
内
容
を
赤
色
で
併
記
す
る

こ
と
。

別
記
様
式
第
二
（
第
九
条
関
係
）

別記様式第二 

造成宅地処分届出書 

年  月   日 

 

国土交通大臣  殿 

届出者 住所         印 

氏名又は名称            

 

大都市地域における優良宅地開発の促進に関する緊急措置法第１１条の規定に基づき、

下記のとおり、届け出ます。 

 

記 

 

名 称 用途 面積 

住宅の用に供する造成宅地 

処分の

時期  

処分の

方法 
備考 

 

 

 数 

建築さ

れる予

定の住

宅の戸 

処分価格 

単 価 金 額 

 数   

      

 

 

    

 

備考 

 １ 各欄は、用途、処分の時期及び処分の方法が同一であり、かつ、処分単価がおおむ

ね等しい一団の造成宅地ごとに記載することをもって足りる。 

 ２ 「名称」欄は、添付図書と照合できるように記載すること。 

 ３ 「用途」欄は、宅地開発事業計画の土地利用計画における土地利用区分により記載

すること。 

 ４ 「面積」欄は、平方メートルを単位として記載し、造成宅地数が２以上の場合にあ

っては、平均宅地面積、最大宅地面積及び最小宅地面積を併記すること。 

 ５ 「単価」欄は、１平方メートル当たりの平均単価を円を単位として記載し、造成宅

地数が２以上の場合にあっては、最高単価及び最低単価を併記すること。 

 ６ 「金額」欄は、総額を千円を単位として記載し、造成宅地数が２以上の場合にあっ

ては、平均価額、最高価額及び最低価額を併記すること。 

 ７ 「処分の時期」欄は、処分予定年月を記載すること。 
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別
記
様
式
第
三
（
第
十
条
関
係
）

別記様式第三  

宅地開発事業実施状況報告書 

年  月   日 

 

国土交通大臣  殿 

報告者 住所         印 

氏名又は名称            

 

大都市地域における優良宅地開発の促進に関する緊急措置法第１２条第１項の規定に基づき、

下記のとおり、報告します。 

 

記 

 

事 業 区 域 の 面 積  

事業年度取得面積  当該事業年度末までに取得済みの面積の合計  

事業年度造成面積  当該事業年度末までに造成済みの面積の合計  

宅 地 の 面 積   

事業年度処分面積  当該事業年度末までに処分済みの面積の合計  

 住宅地   住宅地  

その他   その他  

都市計画法その他の法

令の規定による許可そ

の他の処分の状況 

 

 

備考 

面積は、平方メートルを単位とし記載すること。 
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